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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が識別可能な複数種類の図柄が配置された表示帯をステッピングモータの駆動によ
り回動させることで変動表示可能な複数の可変表示領域のそれぞれに表示結果を導出表示
させることが可能な可変表示装置を備え、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、前記複数の可変表示領域の全てに表示結果が導出表示されたことに
より１ゲームが終了し、前記複数の可変表示領域に導出表示された表示結果の組み合わせ
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　前記複数の可変表示領域の表示結果を導出させる際に操作されるそれぞれの導出操作手
段と、
　少なくともいずれか１つの可変表示領域の表示結果が導出される前に入賞の発生を許容
するか否かを決定する事前決定手段と、
　前記導出操作手段が操作されたときに、該導出操作手段の操作に対応する可変表示領域
の表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段と、
　前記事前決定手段の決定結果が第１の決定結果よりも遊技者にとって有利な第２の決定
結果である可能性を報知する特定演出を実行する特定演出実行手段と、
　を備え、
　前記導出制御手段は、
　前記複数の可変表示領域のうちいずれか１つの可変表示領域に既に表示結果が導出され
ており、他の可変表示領域に未だ表示結果が導出されていない状況において、未だ表示結
果が導出されていない可変表示領域について、該可変表示領域に対応する導出操作手段が
操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数に対して導出される表示結果を一
意的に特定する複数の制御パターンから、前記事前決定手段の決定結果、及び既に表示結
果が導出された可変表示領域に対応する前記導出操作手段が操作された時点の前記ステッ
ピングモータのステップ数に対応する制御パターンを一意的に選択する制御パターン選択
手段を含み、
　未だ表示結果が導出されていない可変表示領域に対応する導出操作手段が操作されたと
きに、前記制御パターン選択手段により該可変表示領域について選択された制御パターン
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において、該導出操作手段が操作された時点の前記ステップ数から一意的に特定される表
示結果を当該可変表示領域の表示結果として導出させる制御を行うとともに、
　前記制御パターン選択手段は、
　既に表示結果が導出された可変表示領域の表示結果が同一の場合であっても、該既に表
示結果が導出された可変表示領域に対応する導出操作手段が操作された時点の前記ステッ
ピングモータのステップ数が異なるステップ数である場合に、未だ表示結果が導出されて
いない可変表示領域について異なる制御パターンを選択する異制御パターン選択手段と、
　前記事前決定手段の決定結果が第１の決定結果であるときに、前記ステップ数のうち少
なくともいずれか１つのステップ数から特定の表示結果が特定される第１の特定制御パタ
ーンを選択し、前記事前決定手段の決定結果が前記第１の決定結果よりも遊技者にとって
有利な第２の決定結果であるときに、前記ステップ数のうち前記第１の特定制御パターン
よりも多くのステップ数から前記特定の表示結果が特定される第２の特定制御パターンを
選択する特定制御パターン選択手段と、
　を含み、
　前記特定演出実行手段は、
　前記複数の可変表示領域の表示結果の組み合わせが前記特定の表示結果を含む特定の組
み合わせとなったときに、前記特定演出を実行する第１の特定演出実行手段と、
　前記特定演出を実行するか否かを決定する手段であり、前記事前決定手段の決定結果が
前記第２の決定結果である場合に前記第１の決定結果である場合よりも高い確率にて前記
特定演出を実行する旨を決定する特定演出決定手段と、
　前記特定演出決定手段により前記特定演出を実行すると決定されたときに、前記複数の
可変表示領域の表示結果の組み合わせが前記特定の組み合わせとなったか否かに関わらず
、前記特定演出を実行する第２の特定演出実行手段と、
　を含む
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項２】
　前記特定制御パターン選択手段は、
　前記事前決定手段の決定結果が第１の決定結果であるときに、既に表示結果が導出され
た可変表示領域に対応する導出操作手段が操作された時点のステップ数であり、既に表示
結果が導出された可変表示領域に同一の表示結果が特定される複数のステップ数のうち少
なくとも１つのステップ数に対応して前記第１の特定制御パターンを選択するとともに、
前記同一の表示結果が特定される複数のステップ数のうち他のステップ数に対応して前記
ステップ数のうちいずれのステップ数からも前記特定の表示結果以外の表示結果が特定さ
れる非特定制御パターンを選択し、
　前記事前決定手段の決定結果が前記第２の決定結果であるときに、前記同一の表示結果
が特定される複数のステップ数のうち前記第１の決定結果であるときに前記第１の特定制
御パターンが選択されるステップ数の数よりも多くのステップ数に対応して前記第２の特
定制御パターンを選択する
　ことを特徴とする請求項１に記載のスロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載のスロットマシンは、
　各々が識別可能な複数種類の図柄が配置された表示帯をステッピングモータの駆動によ
り回動させることで変動表示可能な複数の可変表示領域のそれぞれに表示結果を導出表示
させることが可能な可変表示装置を備え、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
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可能となるとともに、前記複数の可変表示領域の全てに表示結果が導出表示されたことに
より１ゲームが終了し、前記複数の可変表示領域に導出表示された表示結果の組み合わせ
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　前記複数の可変表示領域の表示結果を導出させる際に操作されるそれぞれの導出操作手
段と、
　少なくともいずれか１つの可変表示領域の表示結果が導出される前に入賞の発生を許容
するか否かを決定する事前決定手段と、
　前記導出操作手段が操作されたときに、該導出操作手段の操作に対応する可変表示領域
の表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段と、
　前記事前決定手段の決定結果が第１の決定結果よりも遊技者にとって有利な第２の決定
結果である可能性を報知する特定演出を実行する特定演出実行手段と、
　を備え、
　前記導出制御手段は、
　前記複数の可変表示領域のうちいずれか１つの可変表示領域に既に表示結果が導出され
ており、他の可変表示領域に未だ表示結果が導出されていない状況において、未だ表示結
果が導出されていない可変表示領域について、該可変表示領域に対応する導出操作手段が
操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数に対して導出される表示結果を一
意的に特定する複数の制御パターンから、前記事前決定手段の決定結果、及び既に表示結
果が導出された可変表示領域に対応する前記導出操作手段が操作された時点の前記ステッ
ピングモータのステップ数に対応する制御パターンを一意的に選択する制御パターン選択
手段を含み、
　未だ表示結果が導出されていない可変表示領域に対応する導出操作手段が操作されたと
きに、前記制御パターン選択手段により該可変表示領域について選択された制御パターン
において、該導出操作手段が操作された時点の前記ステップ数から一意的に特定される表
示結果を当該可変表示領域の表示結果として導出させる制御を行うとともに、
　前記制御パターン選択手段は、
　既に表示結果が導出された可変表示領域の表示結果が同一の場合であっても、該既に表
示結果が導出された可変表示領域に対応する導出操作手段が操作された時点の前記ステッ
ピングモータのステップ数が異なるステップ数である場合に、未だ表示結果が導出されて
いない可変表示領域について異なる制御パターンを選択する異制御パターン選択手段と、
　前記事前決定手段の決定結果が第１の決定結果であるときに、前記ステップ数のうち少
なくともいずれか１つのステップ数から特定の表示結果が特定される第１の特定制御パタ
ーンを選択し、前記事前決定手段の決定結果が前記第１の決定結果よりも遊技者にとって
有利な第２の決定結果であるときに、前記ステップ数のうち前記第１の特定制御パターン
よりも多くのステップ数から前記特定の表示結果が特定される第２の特定制御パターンを
選択する特定制御パターン選択手段と、
　を含み、
　前記特定演出実行手段は、
　前記複数の可変表示領域の表示結果の組み合わせが前記特定の表示結果を含む特定の組
み合わせとなったときに、前記特定演出を実行する第１の特定演出実行手段と、
　前記特定演出を実行するか否かを決定する手段であり、前記事前決定手段の決定結果が
前記第２の決定結果である場合に前記第１の決定結果である場合よりも高い確率にて前記
特定演出を実行する旨を決定する特定演出決定手段と、
　前記特定演出決定手段により前記特定演出を実行すると決定されたときに、前記複数の
可変表示領域の表示結果の組み合わせが前記特定の組み合わせとなったか否かに関わらず
、前記特定演出を実行する第２の特定演出実行手段と、
　を含む
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、複数の可変表示領域のうちいずれか１つの可変表示領域に既に表示
結果が導出されており、他の可変表示領域に未だ表示結果が導出されていない状況におい
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て、未だ表示結果が導出されていない可変表示領域について、導出操作手段が操作された
時点のステッピングモータのステップ数に対して導出される表示結果を一意的に特定する
複数の制御パターンから、事前決定手段の決定結果、及び既に表示結果が導出された可変
表示領域に対応する導出操作手段が操作された時点のステッピングモータのステップ数に
対応する制御パターンが一意的に選択され、該当する可変表示領域に表示結果を導出させ
る制御が行われる。すなわち一の事前決定手段の決定結果、既に表示結果が導出された可
変表示領域に対応する導出操作手段が操作された時点のステッピングモータの一のステッ
プ数に対して適用される制御パターンが１つしかなく、複数の制御パターンからいずれか
１つの制御パターンを更に選択する必要がなく、可変表示装置の表示結果を導出させる際
の制御を複雑化することがない。
　また、既に表示結果が導出された可変表示領域の表示結果に応じて、未だ表示結果が導
出されていない可変表示領域の制御パターンが選択されるのではなく、既に表示結果が導
出された可変表示領域に対応する導出操作手段が操作された時点のステッピングモータの
一のステップ数に応じて、未だ表示結果が導出されていない可変表示領域の制御パターン
が一意的に選択されるとともに、既に表示結果が導出された可変表示領域の表示結果が同
一の場合であっても、該既に表示結果が導出された可変表示領域に対応する導出操作手段
が操作された時点のステッピングモータのステップ数が異なる場合には、未だ表示結果が
導出されていない可変表示領域について異なる制御パターンを選択することが可能である
。すなわち、導出済みの表示結果を導出させる際の導出操作手段が操作されたタイミング
によって、未だ表示結果が導出されていない可変表示領域の制御パターンを変化させるこ
とができるので、従来のように導出済みの表示結果に応じて未だ表示結果が導出されてい
ない可変表示領域の制御パターンを選択する場合よりも、可変表示装置の表示結果を多様
化することができる。
　また、事前決定手段の決定結果が第２の決定結果であるときには、第１の決定結果であ
るときに選択される第１の特定制御パターンよりも多くのステップ数から特定の表示結果
が特定される第２の特定制御パターンが選択され、該当する可変表示領域に表示結果を導
出させる制御が行われるので、事前決定手段の決定結果が第２の決定結果であるときの方
が、第１の決定結果であるときよりも高い割合で特定の表示結果が導出されることとなり
、特定の表示結果が導出されることにより、事前決定手段の決定結果が第１の決定結果よ
りも遊技者にとって有利な第２の決定結果であることに対する遊技者の期待感を高めるこ
とができる。
　また、複数の可変表示領域の表示結果の組み合わせが特定の表示結果を含む特定の組み
合わせとなったことを契機に特定演出が実行される。すなわち事前決定手段の決定結果が
第２の決定結果である可能性のある特定の表示結果の導出に関連して特定演出が実行され
るので、可変表示装置の表示結果及びその表示結果に関連する演出の双方によって事前決
定手段の決定結果が第１の決定結果よりも遊技者にとって有利な第２の決定結果であるこ
とに対する遊技者の期待感を高めることができる。
　また、事前決定手段の決定結果に対応して一意的に選択された制御パターンに基づいて
表示結果を導出させる制御が行われる場合には、特定の表示結果が導出される割合が極端
に低下してしまう場合もあるが、特定演出決定手段により特定演出の実行が決定された場
合には、特定の表示結果を含む特定の組み合わせとなったか否かに関わらず、特定演出が
実行されるので、特定の表示結果が導出される割合が極端に低下した場合でも、適度に特
定演出が実行されるので、事前決定手段の決定結果が第１の決定結果よりも遊技者にとっ
て有利な第２の決定結果であることに対する遊技者の期待感を効果的に高めることができ
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１１】
　尚、所定数の賭数とは、少なくとも１以上の賭数であって、２以上の賭数が設定される
ことや最大賭数が設定されることでゲームが開始可能となるようにしても良い。また、複
数の遊技状態に応じて定められた賭数が設定されることでゲームが開始可能となるように
しても良い。
　また、前記導出操作手段が操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数に対
して導出される表示結果を一意的に特定する制御パターンとは、前記導出操作手段が操作
された時点のステップ数が同一の場合に、導出される表示結果として常に同一の表示結果
が特定される制御パターンであり、例えば、個々のステップ数、または一定の範囲で連続
するステップ数単位（例えば、１図柄が変動するのに要するステップ数など）、または当
該ステップ数単位を識別可能な識別符号（例えば、図柄番号など）毎に、表示結果が導出
されるまでの変動量が定められた変動量テーブルから、導出操作手段が操作された時点の
ステップ数に対して導出される表示結果を一意的に特定する制御パターン、個々のステッ
プ数、または一定の範囲で連続するステップ数単位、または当該ステップ数単位を識別可
能な識別符号毎に、導出される表示結果の優先度が定められた優先テーブルから、導出操
作手段が操作された時点のステップ数に対して導出される表示結果を一意的に特定する制
御パターンなどが該当する。また、導出操作手段が操作された時点のステップ数から、引
込対象となる表示結果を予め定められた引込範囲内において最大限引き込む引込制御を行
い、導出が禁止された表示結果とならないように、導出が禁止された表示結果以外の表示
結果を引き込む蹴飛ばし制御を行うものにおいては、導出操作手段が操作された時点のス
テップ数から導出される表示結果が一意的に特定されるものであれば、本発明の制御パタ
ーンに該当する。
　また、前記事前決定手段の決定結果、及び既に表示結果が導出された可変表示領域に対
応する前記導出操作手段が操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数に対応
する制御パターンを一意的に選択するとは、前記事前決定手段の決定結果が同一であり、
かつ既に表示結果が導出された可変表示領域に対応する前記導出操作手段が操作された時
点の前記ステッピングモータのステップ数が同一の場合に、常に同一の制御パターンを選
択することであり、事前決定手段の決定結果が異なる場合や既に表示結果が導出された可
変表示領域に対応する前記導出操作手段が操作された時点の前記ステッピングモータのス
テップ数が異なる場合に共通の制御パターンを選択することを妨げるものではない。
　また、既に表示結果が導出された可変表示領域に対応する前記導出操作手段が操作され
た時点の前記ステッピングモータのステップ数に対応する制御パターンを一意的に選択す
るとは、既に表示結果が導出された可変表示領域に対応する前記導出操作手段が操作され
た時点のステップ数が同一の場合に、常に同一の制御パターンを選択することであり、例
えば、個々のステップ数、または一定の範囲で連続するステップ数単位（例えば、１図柄
が変動するのに要するステップ数など）、または当該ステップ数単位を識別可能な識別符
号に対応する制御パターンを一意的に選択するものであっても良い。
　また、前記制御パターン選択手段は、前記複数の可変表示領域のうちいずれか１つの可
変表示領域に既に表示結果が導出されており、他の可変表示領域に未だ表示結果が導出さ
れていない状況において、未だ表示結果が導出されていない可変表示領域について、該可
変表示領域に対応する導出操作手段が操作された時点の前記ステッピングモータのステッ
プ数に対して導出される表示結果を一意的に特定する複数の制御パターンから、前記事前
決定手段の決定結果、及び既に表示結果が導出された可変表示領域に対応する前記導出操
作手段が操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数に対応する制御パターン
を一意的に選択するものであるが、前記制御パターン選択手段が、前記複数の可変表示領
域のうちいずれか２つ以上の可変表示領域に既に表示結果が導出されており、他の可変表
示領域に未だ表示結果が導出されていない状況において、未だ表示結果が導出されていな
い可変表示領域について、該可変表示領域に対応する導出操作手段が操作された時点の前
記ステッピングモータのステップ数に対して導出される表示結果を一意的に特定する複数
の制御パターンから、前記事前決定手段の決定結果、及び既に表示結果が導出された２つ
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以上の可変表示領域に対応する前記導出操作手段が操作された時点の前記ステッピングモ
ータのステップ数の組み合わせに対応する制御パターンを一意的に選択するようにしても
良く、このようにした場合には、一の事前決定手段の決定結果、既に表示結果が導出され
た２つ以上の可変表示領域に対応する前記導出操作手段が操作された時点の前記ステッピ
ングモータのステップ数の一の組み合わせに対して適用される制御パターンが１つしかな
く、複数の制御パターンからいずれか１つの制御パターンを更に選択する必要がなく、可
変表示装置の表示結果を導出させる際の制御を複雑化することがない。
　また、前記制御パターン選択手段が、前記複数の可変表示領域のうちいずれか２つ以上
の可変表示領域に既に表示結果が導出されており、他の可変表示領域に未だ表示結果が導
出されていない状況において、未だ表示結果が導出されていない可変表示領域について、
前記複数の制御パターンから、前記事前決定手段の決定結果、及び既に表示結果が導出さ
れた可変表示領域のうちの少なくとも１つの可変表示領域に対応する前記導出操作手段が
操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数、及び既に表示結果が導出された
可変表示領域のうちの他の可変表示領域に導出された表示結果に対応する制御パターンを
一意的に選択するようにしても良く、このようにした場合には、一の事前決定手段の決定
結果、既に表示結果が導出された可変表示領域のうちの少なくとも１つの可変表示領域に
対応する前記導出操作手段が操作された時点の前記ステッピングモータの一のステップ数
、及び既に表示結果が導出された可変表示領域のうちの他の可変表示領域に導出された一
の表示結果に対して適用される制御パターンが１つしかなく、複数の制御パターンからい
ずれか１つの制御パターンを更に選択する必要がなく、可変表示装置の表示結果を導出さ
せる際の制御を複雑化することがない。
　また、前記特定制御パターン選択手段は、前記事前決定手段の決定結果が第１の決定結
果であるときに、未だ表示結果が導出されていない可変表示領域のうちいずれか１つの可
変表示領域についてのみ第１の特定制御パターンを選択するものや、未だ表示結果が導出
されていない可変表示領域のうちいずれか２つ以上の可変表示領域について第１の特定制
御パターンを選択するもの、未だ表示結果が導出されていない可変表示領域の全てについ
て第１の特定制御パターンを選択するものであっても良く、更には、既に表示結果が導出
された可変表示領域の表示結果が特定の順番で導出されたことを条件に、未だ表示結果が
導出されていない可変表示領域について、第１の特定制御パターンを選択するものであっ
ても良い。同様に、前記事前決定手段の決定結果が第２の決定結果であるときに、未だ表
示結果が導出されていない可変表示領域のうちいずれか１つの可変表示領域についてのみ
第２の特定制御パターンを選択するものや、未だ表示結果が導出されていない可変表示領
域のうちいずれか２つ以上の可変表示領域について第２の特定制御パターンを選択するも
の、未だ表示結果が導出されていない可変表示領域の全てについて第２の特定制御パター
ンを選択するものであっても良く、更には、既に表示結果が導出された可変表示領域の表
示結果が特定の順番で導出されたことを条件に、未だ表示結果が導出されていない可変表
示領域について、第２の特定制御パターンを選択するものであっても良い。
　また、前記ステップ数のうち前記第１の特定制御パターンよりも多くのステップ数から
前記特定の表示結果が特定される第２の特定制御パターンとは、変動量テーブルによる制
御パターンであれば、第１の特定制御パターンにおいて適用される変動量テーブルよりも
多くのステップ数、ステップ数単位、識別符号に対して特定の表示結果となる変動量が定
めらた変動量テーブルが適用される制御パターンであり、優先テーブルによる制御パター
ンであれば、特定の表示結果の優先度が第１の特定制御パターンにおいて適用される優先
テーブルよりも相対的に高く定められた優先テーブルが適用される制御パターンであり、
引込制御及び蹴飛ばし制御による制御パターンであれば、第１の特定制御パターンが選択
されたときよりも広い引込範囲で特定の表示結果を引き込む引込制御を行う制御パターン
である。
　また、前記特定の表示結果を含む特定の組み合わせとは、いずれか１つの可変表示領域
について特定の表示結果を含む表示結果の組み合わせであっても良いし、いずれか２つ以
上の可変表示領域について特定の表示結果を含む表示結果の組み合わせであっても良いし
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、全ての可変表示領域について特定の表示結果を含む表示結果の組み合わせであっても良
い。
　また、前記第１の特定演出実行手段は、前記複数の可変表示領域の表示結果の組み合わ
せが前記特定の表示結果を含む特定の組み合わせとなったときに、前記特定演出を実行し
ているが、前記特定の表示結果が導出されたときに、前記特定演出を実行するようにして
も良く、このようにした場合でも、特定の組み合わせが導出されたことを契機に特定演出
が実行される。すなわち事前決定手段の決定結果が第２の決定結果である可能性のある特
定の表示結果の導出に関連して特定演出が実行されるので、可変表示装置の表示結果及び
その表示結果に関連する演出の双方によって事前決定手段の決定結果が第１の決定結果よ
りも遊技者にとって有利な第２の決定結果であることに対する遊技者の期待感を高めるこ
とができる。
　また、前記第１の決定結果よりも遊技者にとって有利な第２の決定結果とは、第１の決
定結果よりも多くの遊技用価値の獲得が期待できる決定結果であり、例えば、第１の決定
結果としては、多くの遊技用価値の獲得が期待できる遊技状態への移行を伴う特別入賞の
発生が許容されいない旨を示す結果などが該当し、第２の決定結果としては、前述の特別
入賞の発生が許容されている旨を示す結果などが該当する。また、第１の決定結果として
、第１の量の遊技用価値の獲得が期待できる遊技状態への移行を伴う第１の特別入賞の発
生が許容されている旨を示す結果を適用し、第２の決定結果として、第１の量よりも多い
第２の量の遊技用価値の獲得が期待できる遊技状態への移行を伴う第２の特別入賞の発生
が許容されている旨を示す結果を適用しても良い。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の請求項２に記載のスロットマシンは、請求項１に記載のスロットマシンであっ
て、
　前記特定制御パターン選択手段は、
　前記事前決定手段の決定結果が第１の決定結果であるときに、既に表示結果が導出され
た可変表示領域に対応する導出操作手段が操作された時点のステップ数であり、既に表示
結果が導出された可変表示領域に同一の表示結果が特定される複数のステップ数のうち少
なくとも１つのステップ数に対応して前記第１の特定制御パターンを選択するとともに、
前記同一の表示結果が特定される複数のステップ数のうち他のステップ数に対応して前記
ステップ数のうちいずれのステップ数からも前記特定の表示結果以外の表示結果が特定さ
れる非特定制御パターンを選択し、
　前記事前決定手段の決定結果が前記第２の決定結果であるときに、前記同一の表示結果
が特定される複数のステップ数のうち前記第１の決定結果であるときに前記第１の特定制
御パターンが選択されるステップ数の数よりも多くのステップ数に対応して前記第２の特
定制御パターンを選択する
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　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、事前決定手段の決定結果が第２の決定結果であるときには、複数の
可変表示領域のうち少なくともいずれか１つの可変表示領域に既に表示結果が導出されて
おり、他の可変表示領域に未だ表示結果が導出されていない状況において、既に表示結果
が導出された可変表示領域に同一の表示結果が特定される複数のステップ数のうち第１の
決定結果であるときに第１の特定制御パターンが選択されるステップ数の数よりも多くの
ステップ数に対応して第２の特定制御パターンが選択されるので、事前決定手段の決定結
果が第２の決定結果であるときの方が、第１の決定結果であるときよりも一層高い割合で
特定の表示結果が導出されることとなり、特定の表示結果が導出されることにより、事前
決定手段の決定結果が第１の決定結果よりも遊技者にとって有利な第２の決定結果である
ことに対する遊技者の期待感を高めることができる。
　尚、前記特定制御パターン選択手段は、前記事前決定手段の決定結果が第２の決定結果
であるときに、前記同一の表示結果が特定される複数のステップ数のうち前記第１の決定
結果であるときに前記第１の特定制御パターンが選択されるステップ数の数よりも多くの
ステップ数に対応して前記第２の特定制御パターンを選択し、前記同一の表示結果が特定
される複数のステップ数のうち他のステップ数に対応して前記非特定制御パターンを選択
するようにしても良いし、前記同一の表示結果が特定される複数のステップ数のうち他の
ステップ数に対応して前記第１の特定制御パターンを選択するようにしても良いし、前記
同一の表示結果が特定される複数のステップ数の全てに対応して前記第２の特定制御パタ
ーンを選択するようにしても良い。
　また、前記制御パターン選択手段が、前記複数の可変表示領域のうちいずれか２つ以上
の可変表示領域に既に表示結果が導出されており、他の可変表示領域に未だ表示結果が導
出されていない状況において、未だ表示結果が導出されていない可変表示領域について、
前記複数の制御パターンから、前記事前決定手段の決定結果、及び既に表示結果が導出さ
れた２つ以上の可変表示領域に対応する前記導出操作手段が操作された時点の前記ステッ
ピングモータのステップ数の組み合わせに対応する制御パターンを一意的に選択する場合
や、前記事前決定手段の決定結果、及び既に表示結果が導出された可変表示領域のうちの
少なくとも１つの可変表示領域に対応する前記導出操作手段が操作された時点の前記ステ
ッピングモータのステップ数、及び既に表示結果が導出された可変表示領域のうちの他の
可変表示領域に導出された表示結果に対応する制御パターンを一意的に選択する場合には
、前記特定制御パターン選択手段が、前記事前決定手段の決定結果が第１の決定結果であ
るときに、既に表示結果が導出された２つ以上の可変表示領域のうち少なくともいずれか
１つの可変表示領域に対応する導出操作手段が操作された時点のステップ数であり、該可
変表示領域に同一の表示結果が特定される複数のステップ数のうち少なくとも１つのステ
ップ数に対応して前記第１の特定制御パターンを選択するとともに、前記同一の表示結果
が特定される複数のステップ数のうち他のステップ数に対応して前記ステップ数のうちい
ずれのステップ数からも前記特定の表示結果以外の表示結果が特定される非特定制御パタ
ーンを選択し、前記事前決定手段の決定結果が前記第２の決定結果であるときに、前記同
一の表示結果が特定される複数のステップ数のうち前記第１の決定結果であるときに前記
第１の特定制御パターンが選択されるステップ数の数よりも多くのステップ数に対応して
前記第２の特定制御パターンを選択するようにしても良い。そして、このようにした場合
でも、事前決定手段の決定結果が第２の決定結果であるときの方が、第１の決定結果であ
るときよりも一層高い割合で特定の表示結果が導出されることとなり、特定の表示結果が
導出されることにより、事前決定手段の決定結果が第１の決定結果よりも遊技者にとって
有利な第２の決定結果であることに対する遊技者の期待感を高めることができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４７７】
　本発明の請求項１に記載のスロットマシンは、
　各々が識別可能な複数種類の図柄が配置された表示帯（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）をス
テッピングモータ（３２Ｌ、３２Ｃ、３２Ｒ）の駆動により回動させることで変動表示可
能な複数の可変表示領域（左リール、中リール、右リール）のそれぞれに表示結果を導出
表示させることが可能な可変表示装置を備え、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームが開始可能となるとともに、前記複数の可変表示領域の全てに表示結果が導出表示さ
れたことにより１ゲームが終了し、前記複数の可変表示領域に導出表示された表示結果の
組み合わせに応じて入賞が発生可能とされたスロットマシン（スロットマシン１）であっ
て、
　前記複数の可変表示領域の表示結果を導出させる際に操作されるそれぞれの導出操作手
段（ストップスイッチ８Ｌ、８Ｃ、８Ｒ）と、
　少なくともいずれか１つの可変表示領域の表示結果が導出される前に入賞の発生を許容
するか否かを決定する事前決定手段（ＣＰＵ４１ａによる内部抽選）と、
　前記導出操作手段が操作されたときに、該導出操作手段の操作に対応する可変表示領域
の表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段（ＣＰＵ４１ａによるリールの停止制御
）と、
　前記事前決定手段の決定結果が第１の決定結果（いずれの役も当選していない状態）よ
りも遊技者にとって有利な第２の決定結果（いずれかのボーナスに当選しており、かつ他
の役に当選していない状態）である可能性を報知する特定演出（連続演出）を実行する特
定演出実行手段（ＣＰＵ９１ａによる連続演出の実行制御）と、
　を備え、
　前記導出制御手段は、
　前記複数の可変表示領域のうちいずれか１つの可変表示領域に既に表示結果が導出され
ており、他の可変表示領域に未だ表示結果が導出されていない状況において、未だ表示結
果が導出されていない可変表示領域について、該可変表示領域に対応する導出操作手段が
操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数（１／２図柄分のステップ数毎に
割り当てられた領域番号）に対して導出される表示結果（停止位置）を一意的に特定する
複数の制御パターン（停止制御テーブルによるリールの停止制御）から、前記事前決定手
段の決定結果（内部抽選の結果）、及び既に表示結果が導出された可変表示領域に対応す
る前記導出操作手段が操作された時点の前記ステッピングモータのステップ数（停止操作
位置）に対応する制御パターンを一意的に選択する制御パターン選択手段（いずれか１つ
のリールが停止したときに他のリールに対応するデータ作成用テーブルを選択し、選択し
たデータ作成用テーブルから変動中のリールに対応する停止制御テーブルを作成する処理
）を含み、
　未だ表示結果が導出されていない可変表示領域に対応する導出操作手段が操作されたと
きに、前記制御パターン選択手段により該可変表示領域について選択された制御パターン
において、該導出操作手段が操作された時点の前記ステップ数から一意的に特定される表
示結果を当該可変表示領域の表示結果として導出させる制御（停止制御テーブルを参照し
て停止操作位置に対応する停止位置でリールを停止させる制御）を行うとともに、
　前記制御パターン選択手段は、
　既に表示結果が導出された可変表示領域の表示結果が同一の場合（例えば、左リールの
下段または中段に「スイカ」図柄が停止した場合）であっても、該既に表示結果が導出さ
れた可変表示領域に対応する導出操作手段が操作された時点の前記ステッピングモータの
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ステップ数が異なるステップ数である場合（例えば、領域番号１７、１９、２１、２３の
領域で左リールの停止操作が行われた場合と、領域番号１６、１８、２０、２２の領域で
左リールの停止操作が行われた場合）に、未だ表示結果が導出されていない可変表示領域
（中リール）について異なる制御パターンを選択する異制御パターン選択手段（通常遊技
状態においていずれの役にも当選していない場合に、領域番号１６～２３のいずれの領域
で左リールの停止操作が行われた場合でも、左リールの下段または中段に「スイカ」図柄
が停止するが、これらのうち領域番号１７、１９、２１、２３の領域で左リールの停止操
作が行われた場合には、中リールの停止制御テーブルとしてチャンス目を導出可能な停止
制御テーブルを選択し、領域番号１６、１８、２０、２２の領域で左リールの停止操作が
行われた場合には、中リールの停止制御テーブルとしてチャンス目が導出されない停止制
御テーブルを選択する）と、
　前記事前決定手段の決定結果が第１の決定結果であるとき（いずれの役にも当選してい
ないとき）に、前記ステップ数のうち少なくともいずれか１つのステップ数（領域番号４
、５、１２、１３、２０、２１、２３、３４～３９、４１に対応するステップ数）から特
定の表示結果（「スイカ」図柄が中段に停止する表示結果）が特定される第１の特定制御
パターン（図１２に示すハズレの停止制御テーブルによる中リールの停止制御）を選択し
、前記事前決定手段の決定結果が前記第１の決定結果よりも遊技者にとって有利な第２の
決定結果であるとき（いずれかのボーナスが当選し、かつ他の役が当選していないとき）
に、前記ステップ数のうち前記第１の特定制御パターンよりも多くのステップ数（ＢＢ（
１）：領域番号１～７、２６～２９、３４～４２または領域番号１～７、２８、２９、３
４～４２に対応するステップ数、ＢＢ（２）、ＲＢ（１）：領域番号１～２９、３４～４
２）から前記特定の表示結果が特定される第２の特定制御パターンを（図１２に示すＢＢ
（１）ハズレ、ＢＢ（２）ハズレ、ＲＢ（１）ハズレの停止制御テーブルによる中リール
の停止制御）選択する特定制御パターン選択手段（左リールが停止したときに中リールに
対応するデータ作成用テーブルとして、「スイカ」図柄を中段に引き込む停止操作位置を
定めたデータ作成用テーブルを選択し、選択したデータ作成用テーブルから中リールに対
応する停止制御テーブルを作成する処理）と、
　を含み、
　前記特定演出実行手段は、
　前記複数の可変表示領域の表示結果の組み合わせが前記特定の表示結果を含む特定の組
み合わせ（チャンス目）となったときに、前記特定演出を実行する第１の特定演出実行手
段（チャンス目が導出されたときに連続演出を実行する処理）と、
　前記特定演出を実行するか否かを決定する手段であり、前記事前決定手段の決定結果が
前記第２の決定結果である場合に前記第１の決定結果である場合よりも高い確率にて前記
特定演出を実行する旨を決定する特定演出決定手段（連続演出抽選）と、
　前記特定演出決定手段により前記特定演出を実行すると決定されたときに、前記複数の
可変表示領域の表示結果の組み合わせが前記特定の組み合わせとなったか否かに関わらず
、前記特定演出を実行する第２の特定演出実行手段（連続演出に当選したときに連続演出
を実行する処理）と、
　を含む
　ことを特徴としている。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４７８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４７９
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４８０】
　本発明の請求項２に記載のスロットマシンは、請求項１に記載のスロットマシンであっ
て、
　前記特定制御パターン選択手段は、
　前記事前決定手段（ＣＰＵ４１ａによる内部抽選）の決定結果が第１の決定結果である
とき（いずれの役も当選していないとき）に、既に表示結果が導出された可変表示領域（
左リール）に対応する導出操作手段（ストップスイッチ）が操作された時点のステップ数
であり、既に表示結果が導出された可変表示領域に同一の表示結果が特定される複数のス
テップ数（例えば、領域番号１６、１７のステップ数）のうち少なくとも１つのステップ
数（領域番号１７のステップ数）に対応して前記第１の特定制御パターン（図１２に示す
ハズレの停止制御テーブル（チャンス目の構成図柄が特定される停止操作位置を有する停
止制御テーブル）による中リールの停止制御）を選択するとともに、前記同一の表示結果
が特定される複数のステップ数のうち他のステップ数（領域番号１６のステップ数）に対
応して前記ステップ数のうちいずれのステップ数からも前記特定の表示結果以外の表示結
果が特定される非特定制御パターン（チャンス目の構成図柄が特定される停止操作位置を
有しない停止制御テーブルによる中リールの停止制御）を選択し、
　前記事前決定手段の決定結果が前記第２の決定結果であるとき（例えば、通常遊技状態
においてビッグボーナス（１）に当選し、かつ他の役に当選していないとき）に、前記同
一の表示結果が特定される複数のステップ数（例えば、領域番号１６、１７のステップ数
）のうち前記第１の決定結果であるときに前記第１の特定制御パターンが選択されるステ
ップ数（領域番号１６のステップ数）の数よりも多くのステップ数（領域番号１６、１７
のステップ数）に対応して前記第２の特定制御パターン（図１２に示すＢＢ（１）ハズレ
、ＢＢ（２）ハズレ、ＲＢ（１）ハズレの停止制御テーブル（チャンス目の構成図柄が特
定される停止操作位置を有する停止制御テーブル）による中リールの停止制御）を選択す
る
　ことを特徴としている。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４８１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４８２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４８３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４８４
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４８５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４８６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４８７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４８８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４８９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４９０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４９１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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